










































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２０１３年  ２月








































































































































   
 
v 
















































6-2-1．過去の教科書の様式的特徴（1960 年代・1970 年代・1980 年代）……184 




















































































   
 
ix 
6-1．日本語教育言説が活発化した 1990 年代初頭…………………………………264 
6-2．執筆者は北京、遼寧、吉林、上海の大学専攻日本語学科の教師が半数を 
占める………………………………………………………………………………265 









































































5-5．基礎段階『教学大纲』が制定された 1990 年―コミュニケーションと言語能 
力主義へ―…………………………………………………………………………313 



















1-5．固定化を起こした 5 つの要因……………………………………………………341 
1-6．「日本語教育」と「国語教育」とを目指す中国の日本語教育―基礎段階と高 









































































































































易に踏襲しているようにも思える。2009 年 12 月に筆者などが実施した学習者に対する調査（計





















































次に挙げる 6 つの研究手法を用いて分析・考察する。 
（１）教科書分析 
	 現代中国の日本語教科書の特徴について、1960 年代から 2010 年代までに発行され
た日本語教科書計 51 冊（現行の基礎段階教科書 20 冊・現行の高年級段階教科書 17 冊・






















































作家が国語教科書に掲載されたものと一致する度合いは 、17 冊全ての日本語教科書が 50％以
上の重なりを示しており、最も高いもので 100％の重複を示すことが明らかになった（第五章）。
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Ⅲ部第八章「1960 年代から 1980 年代の日本語教科書と日本の小・中・高等学校国語教科書との比
較―文章の様式・題材・年代を中心に―」にあたる。また、本稿は、現行教科書の様式・題材・年
代に関する調査（第七章）、設問に関する調査（第九章）を行うきっかけとなったものである。 
【要旨】 
	 中国の大学専攻日本語教育において1970年代末から1980年代にかけて議論された国語教育を巡
る課題の現状と現代的課題について、中国の大学専攻基礎段階日本語教科書と日本の小・中・高等
学校国語教科書の比較調査を行い、結果の考察から、現在の大学専攻日本語教育には、国語教育の
果たしている役割が確実に存在し、その内容的近似性の実態を把握した上で、今後、大学専攻日本
語教育は何を目指し、そのためにどのような学びを構築・展開して行くのかについて再考すべき段
階にあることを指摘した。 
【関連】 
	 本論文は、博士論文第Ⅱ部第四章「大学専攻基礎段階用日本語教科書と日本の小・中・高等学校
国語教科書との比較―作品・作家を中心に―」にあたる。また、本稿は、第五章の高年級段階に関
する調査と、第六章の過去の教科書についての調査と対応するものであり、博士論文第Ⅱ部（第四
章・第五章・第六章）を構成する柱の一つとなったものである。 
